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日本公衆衛生雑誌第51巻第 2 号をお届けします。本号

では，総説 1 編，原著 2 編，資料 2 編を掲載しておりま

す。内容は，老人保健に関するもの，母子保健・学校保

健に関するもの，地域保健行政に関するもの，そして，

保健医療情報に関するものと多岐にわたっており，幅広

い分野を対象とする本学会の特徴がよく反映されたもの

と考えております。なお，本誌第50巻第 3 号に掲載され

た「日本公衆衛生雑誌掲載論文の時代的変遷」に，近年，

疫学・保健医療情報分野の論文が再び増加傾向にあり，

研究に関する時代の変わり目にはいったのではないかと

いう考察がなされております。本号の内容もその傾向を

表したものと言えるかもしれません。

わたくしが編集委員の一員となってから約 1 年が経過

いたしました。ある程度の担当分野が決まってはおりま

すが，それでもかなり広い内容，さまざまなレベルの投

稿原稿への対応をすることになります。慣れない部分も

多く苦労もありますが，他の編集委員の方々，査読委員

の方々，編集事務を担当している方々などの助けを得

て，何とかこなしております。特に，査読委員の方々の

丁寧な査読には，自分の能力や知識の不足をも補ってい

ただき，本当に助けられております。論文投稿者にとっ

ても，より良い論文を作成するための貴重な意見，指標

となっているはずです。昨年末に編集，査読のシステム

に若干変更がありましたが，査読委員の方々のご協力な

くして編集作業が進まないことに変わりはありません。

査読を担当される方々には，これからも変わらぬご協力

もお願いしたいものです。 （新野直明）

次 号 予 告

原 著

介護保険における65歳以上要介護等認定者の 2 年

後の生死と要介護度の変化……………武田俊平

地域在宅高齢者の外出頻度別にみた身体・心理・

社会的特徴…………………………藤田幸司，他

全国市町村における基本健康診査の事後措置と健

診結果の経年的データの利用との関連

………………………………………福田英輝，他

公衆衛生活動報告

地域保健対策の検討に PRECEDE–PROCEED モ

デルを利用した経験を通して得られたいくつか

の知見………………………………中島正夫，他

資 料

地域住民における受動喫煙の現状

………………………………………斉藤 功，他
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第４回日本抗加齢医学会総会 開催のお知らせ
「健康長寿に対する抗加齢医学会の役割」

会期：2004年 6 月12日(土)～13日(日) 会場：新宿 京王プラザホテル

会長：水島 裕（聖マリアンナ医科大学名誉教授）

http://www.anti-aging.gr.jp
【特別講演】

1. 抗加齢医療の実践と学会への要望 聖路加国際病院理事長・名誉院長 日野原重明

2. 高齢社会における保険・介護の課題 厚生労働省局長 中村秀一

3. 男性の更年期から熟年期までの問題点 札幌医科大学名誉教授 熊本悦明

4. 抗加齢と統合医療 東京大学名誉教授 渥美和彦

【会長講演】

新規テクノロジーによる抗加齢療法の進歩と学会の役割日本抗加齢医学会理事長・会長 水島 裕

【招待講演】

食品の評価 ～特保・栄養機能食品・健康食品～ 株総合医科学研究所 梶本修身

【一般演題】下記のようなトピックスで広く一般演題を募集しております。締切：2004年 3 月31日
(水)

１ ホルモン補充療法 ２ 活性酸素・酸化ストレスと加齢 ３ 免疫と加齢

４ サプリメント・健康食品 ５ ストレスと加齢 ６ 生活習慣（栄養・運動）と加齢

７ 老化関連遺伝子 ８ 皮膚・感覚器の抗老化 ９ 運動器系（筋・骨格・関節）と加齢

10 新しい抗加齢医療・医薬 11 その他

参加などお問い合わせ：第 4 回日本抗加齢医学会総会 事務局 　　　　　　　

〒102–0082 東京都千代田区一番寵23–3
日本生命一番町ビル 4 階株式会社 アイ・エス・エス コンベンション事業部内

電話 03–3230–4433 ファックス 03–3262–6633 e–mail: convinfo＠issnet.co.jp

国際地域看護学会 第３回学術集会（ICCHNR 2005）

日時：2005年 9 月30日(金)～10月 2 日(日)

会場：東京・都市センターホテル

主催：国際地域看護学会

共催：日本地域看護学会

国際地域看護学会第 3 回学術集会が島内節会長（東京医科歯科大学教授）のもとで，メインテー

マを「地域看護における新しいチャレンジと革新」とし，平成17年 9 月30日～10月 2 日の 3 日間に

わたり開催されます。この学術集会はカナダ，イギリスに続いて第 3 回目ですが，4 年毎に各国で

開催され次回の日本開催は数十年後になるため貴重な機会です。ぜひご参加下さい。なお，詳細は

下記のホームページをご覧ください。

〔内 容〕会長講演，基調講演，シンポジウム，研究法討論，ワークショップ，口演・ポスター

発表，自由交流集会

〔参 加 費〕学会員（2004年10月31日以前の申込み35,000円，2004年11月以降の申込み38,000円）

非学会員40,000円，学生（社会人除く）25,000円，海外参加者35,000円
※学会員とは ICCHNR または日本地域看護学会員

〔応募方法〕ホームページの申込み書で E-mail または郵送，その他は下記先お問い合せ

〔連 絡 先〕株式会社 ICS コンベンションデザイン ICCHNR 学会事務局

〒101–0054 東京都千代田区神田錦町 3–24 住友商事神保町ビル

TEL 03–3219–3541 FAX 03–3292–1811
E-mail: icchnr2005＠ics-inc.co.jp
http://www.ics-inc.co.jp/icchnr2005/
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